
 2021年度 シラバス 日本工学院専門学校

対象 １年次 開講期 前期 区分 必修 種別 講義 時間数 30 単位 2

担当教員
実務
経験

有 職種

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

成績評価方法

2021年度　日本工学院専門学校

音響芸術科

音楽基礎１

野瀬　充弘 作編曲家・サウンドクリエイター

授業概要

　音楽エンタテインメント業界に携わる人間にとって、音楽の知識や学術的な側面、基礎理論を知る事は、仕事の質を向上させられるだけでな
く、業界人としての教養という観点から見ても大切な要素であり、分野によっては就職試験に直結する場合もある。座学的な内容に半実習的な部
分を織り交ぜながら習得していく。

到達目標

　本科目での到達目標は音楽・音響の仕事についた時、そして職種によってはその採用試験対策として必要な音楽の基礎知識およびコミュニケー
ションツールとしての譜面を理解できるようになること。譜面に関する知識を習得し、それらを読み使うことができること。楽典的知識および音
楽用語、楽器に関する知識、音楽ジャンルとその特徴や歴史的背景を知ること。

授業方法

　毎授業のテーマに沿って説明・実演しながら板書。各自わかりやすいようにノートをとってもらう。譜面に関する知識習得や慣れを目的として
ヒアリングやリーディングの実習的取り組みも行っていく。各学期末に試験を実施する。

インターバル③   特殊な音程と響き、コードを構成する音程について

試験・課題【50%】 試験と課題を総合的に評価する
平常点【50%】 積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

履修上の注意

前週の内容を再確認し、翌週の授業に臨むこと。なお、授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができない。

教科書教材

　毎授業のテーマについて必要に応じてプリント・レジュメを配布。また板書および説明事項をノートとしてまとめていく事により「自分自身の
教科書」を作ることを推奨する。

授業計画

ガイダンスと導入   音楽理論とは何か？学ぶ目的と方法について

音楽と音   楽音とは何か？音についての考え方・平均律と純正律について

音とリズム   リズムと拍子　音楽の鼓動・ビートとは

インターバル①   音階と音程の考え方

インターバル②   判定する方法



 2021年度 シラバス 日本工学院専門学校

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回 復習確認と試験説明   総合的な復習と期末試験準備

2021年度　日本工学院専門学校

音響芸術科

音楽基礎１

コード①   トライアードコード

コード②   セブンスコード　その他のコード 

調性と調号①   テトラコードについて

調性と調号②   五度圏と12音の関連

スケール①   メジャースケールとマイナースケール①

スケール②   メジャースケールとマイナースケール②　その他のスケール 

音名   日本語・英語・イタリア語・ドイツ語の音名について

スコアリーディング   反復記号と楽譜進行について


